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　４月から新米県理事となりました坪川です。

　私、松田会長から広報担当理事を拝命しましたもの

の恥ずかしながら医師会広報活動をよく理解しており

ませんでした。前任広報担当理事の熊谷幹男先生が

寄稿された福井県医師会だより第532号を拝読させ

ていただきようやく分かったしだいです。

　つまり、県医師会の広報活動には２本柱がありま

す。１つ目の柱は医師会員に向けた対内的広報活動

であります。例を挙げれば、福井県医師会だよりの発

行、保険診療点数改正の説明会、保険診療Q and A、

福井県医師会総会や医学会の開催、会員向け文書や

FAX送付のようなたとえて言えばレセプトオンライン

化における医療行政や新型インフルエンザに対する

最新の公衆衛生の動向、日医活動状況、講演会開催

状況、各種認定医に関する説明、などがあります。各

種多数の広報の恩恵に気づいていなかった自分自身

を思い知らされることとなりました。

　２本目の柱は県民に対する対外的広報活動であり

ます。それらには、福井県医師会として、スポーツや

式典など各種イベントへの医師派遣や、AED、人工

呼吸、心臓マッサージなどを例とする医療の実技指

導、糖尿病シンポ in 福井、各種疾患の市民公開講座、

小児救急相談事業、元気バンザイラジオ放送などが

あります。このように、現在多岐にわたって広報の活

動を行っております。

　ちなみに元気バンザイラジオ放送は、７月はとび

ひ、以後インフルエンザ、子宮疾患、痛風、エイズ

などの性病、尿もれ、リウマチ、花粉症、痔などを

本年度中に放送する予定であります。講師は未定で

す。会員皆様の内で「ぜひあの先生に」と思われる

推薦講師をお考えでしたら、福井県医師会内の

広報委員会に御一報ください。早速交渉にあた

ります。

　これらの活動は、今日に至るまでの諸先輩執

行役員の先生方や医師会職員の皆様の並々なら

ぬ職務の積み重ねによって成されてきました。

　私も、微力なりに職務遂行できるよう努力い

たしますのでご指導賜りますよう宜しくお願い致

します。

　さて、福井県医師会唯一の広報誌である福井

県医師会だよりは、会員による研究会や勉強会、

懇話会など学術的内容を研究会報告として医師

会だよりに掲載しております。

　平成20年４月から21年３月までに（カッコ内

は年間回数）、福井県輸血懇話会（１回）、福井

県胃腸疾患懇話会（５回）、マンマクラブ研究会

（７回）、福井県肝胆膵勉強会（８回）、胸部疾患

研究会（６回）、福井県内科臨床懇話会（７回）、

福井県内視鏡治療勉強会（５回）、胃・大腸検

診研究会（嶺北地区）（２回）、福井NST研究会（１

回）の抄録を掲載しました。

　県内では様々な科が主催している研究会が、

数多く開催されております。それらの研究会や

特別講演などの内容を数多く掲載出来るように

なれば、学術的にさらに充実されるようになると

私的に考えておりますので原稿を広報委員会ま

で送付して頂ければ幸いです。

　より多くの医師会員の皆様にとって、福井県

医師会だよりが身近な広報誌としてお役に立て

るよう発展させていければと考えております。

福井県医師会広報活動の発展をめざして


